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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室に開口した浴室吸込口と換気ファンとを連通する浴室吸込風路と、浴室以外の他室
に繋がる他室吸込口と前記換気ファンとを連通する他室吸込風路と、前記換気ファンと排
気口とを連通する排出風路と、を備え、前記換気ファンを駆動することで、浴室内の空気
および他室の空気を前記排気口から室外へと排出可能な浴室空調装置において、
　前記浴室吸込風路を閉塞または開放可能な矩形の平板状のダンパを有し、
　前記ダンパが前記浴室吸込風路を閉塞した状態において、前記ダンパの周縁の一部と前
記浴室吸込風路との間に、前記浴室吸込口側と前記換気ファン側とを貫通する小開口が形
成され、
　前記ダンパは、前記浴室吸込風路の風路壁の内周面から突出したリブに当接することで
、前記浴室吸込風路を閉塞可能に構成され、
　前記小開口は、前記ダンパの外周縁または前記リブに設けられた複数の切り欠きによっ
て形成され、
　前記切り欠きは、前記ダンパの外周縁または前記リブの全辺に少なくとも１つ設けられ
ていることを特徴とする浴室空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室の天井や天井裏に設置されて、浴室内の換気と、浴室以外の洗面所やト
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イレなどの換気とを行う浴室空調装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から浴室の天井裏に設置されて、浴室内を換気するとともに、浴室以外の洗面所や
トイレなどの換気を行うことができる浴室空調装置が知られている。このような浴室空調
装置としては、例えば、特許文献１に開示された浴室空調装置においては、浴室空調装置
の内部には、室外と繋がる排気口から空気を排出するための換気ファンが内蔵されており
、この換気ファンは浴室内からの空気と、浴室以外の他室からの空気を吸気可能であり、
換気ファンと駆動することで、浴室内の換気のみならず、浴室以外の他室の換気を行うこ
とが可能となっている。
　また、浴室の吸気口と換気ファンとの間に設けられた浴室側ダンパを駆動することで、
浴室内からの吸気を停止して他室からのみ吸気することで、浴室の換気を停止した状態で
、他室のみの換気を行えることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１７７１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載された浴室側ダンパにおいては、浴室側ダンパを閉じ
ても、完全には風路を塞ぐことができず、ダンパと風路との間から微量な空気が漏れてし
まう。その微量の空気が漏れることにより、異音（笛吹き音）が発生するといった問題が
あった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を達成するため、本発明に係わる浴室空調装置においては、浴室に開口した浴
室吸込口と換気ファンとを連通する浴室吸込風路と、浴室以外の他室に繋がる他室吸込口
と前記換気ファンとを連通する他室吸込風路と、前記換気ファンと排気口とを連通する排
出風路と、を備え、前記換気ファンを駆動することで、浴室内の空気および他室の空気を
前記排気口から室外へと排出可能な浴室空調装置において、前記浴室吸込風路を閉塞また
は開放可能な矩形の平板状のダンパを有し、前記ダンパが前記浴室吸込風路を閉塞した状
態において、前記ダンパの周縁の一部と前記浴室吸込風路との間に、前記浴室吸込口側と
前記換気ファン側とを貫通する小開口が形成され、前記ダンパは、前記浴室吸込風路の風
路壁の内周面から突出したリブに当接することで、前記浴室吸込風路を閉塞可能に構成さ
れ、前記小開口は、前記ダンパの外周縁または前記リブに設けられた複数の切り欠きによ
って形成され、前記切り欠きは、前記ダンパの外周縁または前記リブの全辺に少なくとも
１つ設けられていることを特徴とする。
【０００６】
　本発明によれば、ダンパが浴室吸込風路を閉塞した状態で換気ファンが駆動されると、
ダンパの周縁と浴室吸込風路との間の隙間から漏れる空気の他に、小開口を通った空気の
流れが発生する。そのため、ダンパの周縁と浴室吸込風路との間の隙間から漏れる空気の
流速は、小開口がない場合と比べて遅くなり、また、ダンパの周縁と浴室吸込風路との間
の隙間から漏れる空気と小開口を通った空気が干渉することで、空気の流れが不規則とな
り、その漏れる空気によって発生する異音を抑制することができる。
　また、ダンパの外周縁またはリブの全辺に切り欠きを設けることで、ダンパの外周縁ま
たはリブに複数の小開口が形成されるため、この小開口を通った空気が、ダンパの周縁と
浴室吸込風路との間の隙間から漏れる空気と広く干渉することで、より効果的に異音を抑
制することができる。
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【発明の効果】
【０００９】
　本願構成とすることで、ダンパの周縁と浴室吸込風路との間の隙間から漏れる空気の流
速が遅くなり、また、ダンパの周縁と浴室吸込風路との間の隙間から漏れる空気と干渉す
ることで、空気の流れが不規則となり、その漏れる空気によって発生する異音を抑制する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る浴室空調装置の全体構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係わるダンパの斜視図である。
【図３】図２のダンパを浴室吸込風路に取り付けた状態を示す平面図である。
【図４】図３のダンパの開閉状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。図１は、本発明の実
施形態に係る浴室空調装置の全体構成図である。
【００１２】
　この図１に示すように、浴室空調装置は、本体ケーシング１と、その本体ケーシング１
の下面を覆う化粧カバー２とから構成される。本体ケーシング１は、浴室の天井より上方
に位置し、天井面から浴室側へは化粧カバー２が露出するように施工される。
【００１３】
　化粧カバー２には、浴室内に開口した浴室吸込口１０が形成されている。この浴室吸込
口１０と連通するように本体ケーシング１内には浴室吸込風路１２が形成されており、こ
の浴室吸込風路１２の下流側には換気ファン１４が設けられている。また、換気ファン１
４は、トイレルームに繋がる吸気ダクト（図示せず）が接続されるトイレ吸込口１６とト
イレ吸込風路１８によって連通しており、また、洗面所に繋がる吸気ダクト（図示せず）
が接続される洗面所吸込口２０と洗面所吸込風路２２によって連通している。なお、これ
らトイレ吸込口１６と洗面所吸込口２０とが、本発明における他室吸込口に該当するもの
であり、トイレ吸込風路１８と洗面所吸込風路２２とが、本発明における他室吸込風路に
該当する。
【００１４】
　換気ファン１４は排気風路２４を介して排気口２６と連通している。排気口２６は、排
気ダクト（図示せず）を介して建物外部と連通している。従って、換気ファン１４を駆動
することによって、浴室吸込口１０から浴室内の空気を吸込んで排気口２６から排出でき
ると共に、トイレ吸込口１６および洗面所吸込口１８から吸込んだトイレルームおよび洗
面所の空気を排気口２６から排出することができる。
【００１５】
　また、本実施形態においては、浴室吸込風路１２と連通するように浴室循環風路３０が
設けられており、循環ファン３２によって、浴室吸込口１０から吸込んだ浴室内の空気を
浴室吹出口３４から浴室内へ吹出可能となっている。なお、浴室循環風路３０において、
循環ファン３２の下流側にはヒータ３６が設けられており、浴室吹出口３４から吹出す空
気を加熱することができる。
【００１６】
　また、浴室吸込風路１２の換気ファン１４側にはダンパ４０が設けられており、このダ
ンパ４０によって、浴室吸込風路１２を閉塞または開放することができる。なお、換気フ
ァン１４、循環ファン３２、ヒータ３６、ダンパ４０の動作は、制御ユニット３８によっ
て制御可能である。
【００１７】
　この制御ユニット３８によって制御される浴室空調装置の動作について説明する。浴室
、トイレルームおよび洗面所の換気を行う指示が操作手段（図示せず）によって設定され
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ると、ダンパ４０が浴室吸込風路１２を開放した状態で換気ファン１４が回転駆動される
。その結果、浴室吸込口１０、トイレ吸込口１６および洗面所吸込口２０から、浴室内、
トイレルーム内および洗面所内の空気が吸込まれ、排気口２６から室外へと排出され、浴
室内、トイレルーム内および洗面所内の３つの空間の換気を行うことができる。なお、こ
の運転モードを、以下の説明では３室換気モードと呼ぶ。
【００１８】
　一方、入浴時などで浴室内の換気を行いたくない場合において、浴室の換気を停止して
換気を行う指示が操作手段（図示せず）によって設定されると、ダンパ４０が浴室吸込風
路１２を閉塞した状態で換気ファン１４が回転駆動される。その結果、トイレ吸込口１６
および洗面所吸込口２０から、トイレルーム内および洗面所内の空気が吸込まれ、排気口
２６から室外へと排出され、トイレルーム内および洗面所内の２つの空間の換気を行うこ
とができる。なお、この運転モードを、以下の説明では浴室止め換気モードと呼ぶ。
【００１９】
　また、浴室内の乾燥や浴室内に干された洗濯物を乾燥させる指示が操作手段（図示せず
）によって設定されると、ダンパ４０が浴室吸込風路１２を開放した状態で換気ファン１
４が回転駆動されると共に、循環ファン３２も回転駆動され、また、ヒータ３６もオン駆
動される。その結果、浴室吸込口１０、トイレ吸込口１６および洗面所吸込口２０から、
浴室内、トイレルーム内および洗面所内の空気が吸込まれ、排気口２６から室外へと排出
され、浴室内、トイレルーム内および洗面所内の３つの空間の換気が行われると共に、浴
室内の空気の一部がヒータ３６によって加熱されて浴室吹出口３４から吹き出される。な
お、この運転モードを、以下の説明では乾燥モードと呼ぶ。
【００２０】
　なお、浴室内の暖房を行う指示が操作手段（図示せず）によって設定されると、ダンパ
４０が浴室吸込風路１２を閉塞した状態で循環ファン３２も回転駆動され、また、ヒータ
３６もオン駆動される。その結果、浴室内の空気がヒータ３６によって加熱されて浴室吹
出口３４から吹き出される。なお、この運転モードを、以下の説明では暖房モードと呼ぶ
。
【００２１】
　次に、図１に示すダンパ４０の構成について説明する。図２は本発明の実施形態に係わ
るダンパ４０の斜視図であり、図３は、図２のダンパ４０を浴室吸込風路１２に取り付け
た状態を示す平面図であり、図４は、図３のダンパ４０の開閉状態を示す図である。
【００２２】
　図２に示すように、ダンパ４０は矩形の平板状であり、中央の回動軸４２を中心に回動
可能である。ダンパ４０の外周縁には複数の切り欠き４４が形成されている。具体的には
、回動軸４２と直行する２つの短辺においては、回動軸４２の両側にそれぞれ１個ずつ、
計２個の切り欠き４４ａがそれぞれ形成されており、回動軸４２と平行な２つの長辺にお
いては、それぞれ３個の切り欠き４４ｂが形成されている。
【００２３】
　このダンパ４０は、図３に示すように、浴室吸込風路１２を画定した風路壁１２ａの内
周面から突出したリブ１２ｂに当接することで、浴室吸込風路１２を閉塞できるように取
り付けられる。この図３では、回動軸４２よりも向かって左側の面が、紙面における奥側
からリブ１２ｂに当接しており、回動軸４２よりも向かって右側の面が、紙面における手
前側からリブ１２ｂに当接している。この状態が、ダンパ４０による浴室吸込風路１２の
閉塞状態となるが、本実施形態においては、ダンパ４０とリブ１２ｂの当接面にはパッキ
ンがなく、また、当接面も狭いため、浴室吸込風路１２は完全に閉塞した状態とはならず
、当接面から空気が漏れる。このようにパッキンを設けていないのは、パッキンによって
ダンパ４０が固着し、動かなくなるといった恐れを排除するためであり、当接する面が狭
いのは、リブ１２ｂを広くすることで浴室吸込風路１２自体が狭くなるというデメリット
を抑えるためである。なお、ダンパ４０の回動軸４２は、一端に設けられたモータ４２ａ
によって回動される。
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　この浴室吸込風路１２の閉塞状態において、切り欠き４４の一部はリブ１２ｂと当接し
ない小開口５０となる。そのため、浴室止め換気モードや暖房モードにおいて、ダンパ４
０が閉塞状態で換気ファン１４が駆動された場合に、ダンパ４０の外周縁とリブ１２ｂと
の当接面における微小隙間から漏れる空気以外に、小開口５０を通る空気の漏れが発生す
る（図４（ａ）参照）。そのため、ダンパ４０の周縁とリブ１２ｂとの間の隙間から漏れ
る空気の流速は、小開口５０がない場合に比べて遅くなり、また、ダンパ４０の周縁とリ
ブ１２ｂとの間の隙間から漏れる空気と、小開口５０を通った空気が干渉することで、空
気の流れが不規則となり、その漏れる空気によって発生する異音を抑制することができる
。
　なお、３室換気モードや乾燥モードにおいて、ダンパ４０を開放した状態では、図４（
ｂ）のようにダンパ４０の外周縁に設けられた切り欠き４４は、空気の流れに対して影響
を及ぼすことはない。
【００２５】
　また、ダンパ４０の外周縁に複数の切り欠き４４を設けることで、ダンパ４０の外周縁
に複数の小開口５０が形成されるため、この小開口５０を通った空気が、ダンパ４０の周
縁とリブ１２ｂとの間の隙間から漏れる空気と広く干渉することで、より効果的に異音を
抑制することができる。
【００２６】
　なお、本発明は上記した実施形態に限定されるものではなく、小開口５０を形成するの
に、ダンパ４０の外周縁に切り欠き４４を形成するのに代えて、リブ１２ｂに切り欠きを
形成するなど、本発明の主旨を逸脱しない範囲において変形可能である。
【符号の説明】
【００２７】
１０・・・浴室吸込口
１２・・・浴室吸込風路
１４・・・換気ファン
１６・・・トイレ吸込口（他室吸込口）
１８・・・トイレ吸込風路（他室吸込風路）
２０・・・洗面所吸込口（他室吸込口）
２２・・・洗面所吸込風路（他室吸込風路）
２４・・・排出風路
２６・・・排気口
４０・・・ダンパ
４４・・・切り欠き
５０・・・小開口
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